
桓
武
朝
に
お
け
る

「国
忌
」
に

つ
い
て
の

一
考
察

利

行

櫃

美

は
じ
め
に

国
忌
は
前
代
の
天
皇
の
忌
日
に
弔
意
を
表
し
、
忌
口
に
、
官
で
定

め
ら
れ
た
寺
院
で
追
善
供
養
の
斎
会
を
行
う
も
の
で
、
国
忌
口
は
養

老
儀
制
令
太
陽
麟
条
に
よ
っ
て
、
廃
朝

・廃
務
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。

①
養
老
儀
制
令

太
陽
葛
条

凡
太
陽
葛
。
有
司
預
奏
。
皇
帝
不
レ
視
レ
事
。
百
官
各
守

本

司

・。
不
レ
理
レ
務
。
過
レ
時
乃
罷
。
皇
帝

二
等
以
上
親
。
及

外
祖

父
母
。
右
大
臣
以
上
。
若
散

一
位
喪
。
皇
帝
不
レ
視
レ
事

三

日
。
国
忌
日
。
謂
。
先
皇
崩
日
。
依

別
式

・合

廃
務

・

者
。

三
等
親
。
百
官
三
位
以
上
喪
。
皇
帝
皆
不
レ
視
レ
事

一
日
。

ど
の
天
皇
の
忌
日
を
国
忌
と
し
て
認
定
す
る
か
と
い
う
点
に
関
し

　
　

　

て
は
、

国
忌
指
定

の
記
事
が
す
べ
て
残

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

大
宝

二
年
～
延
暦
十
年
ま
で
の
間
で
国
忌
指
定
の
記
事
が
残

っ
て
い

る
の
は
、
天
武

・
天
智

・
草
壁
皇
子

・
藤
原
宮
子

・
光
明
子

・
施
基

　
　

　

皇
子

・
紀
橡
姫
の
七
人
の
み
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
中
村

一
郎
氏
が
い

う
よ
う
に

[国
忌
の
記
事
が
な
い
の
は
先
皇

の
崩
口
を
国
忌
と
す
る

と
い
う
令
の
制
度
が
あ
る
の
で
特
別
に
記
載

し
な
か
っ
た
」
た
め
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
令
に
は
、
国
忌
口
は
先
皇
の
崩
口
と
あ
る
の
で

天
皇
以
外
の
人
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
国
忌
指
定
は
さ
れ
な
か
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
国
忌
の
成
立
に
関
し
て
先
ず
重
要
な
史
料
は
二
つ
で
あ
る
。

②
日
本
書
紀

持
統
二
年
二
月
十
六
日
乙
巳
条

詔
日
、
自
レ
今
以
後
、
毎
レ
取

国
忌
日

・、
要
須
レ
斎
也
。

③
日
本
書
紀

持
統
七
年
九
月
十
日
丙
申
条

為

浄
御
原
天
皇

一、
設

無
遮
大
會

於
内
裏

一。
繋
囚
悉
原
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遣
。

史
料
③

の
日
付
は
天
武
の
忌
日
に

一
日
遅
れ
て
は
い
る
も
の
の
、

斎
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
と
、
持
統
二
年
の
詔
が
守
ら
れ
て
い
た
こ

と
を
示
し

て
い
る
。
廃
務

こ
そ
ま
だ
行
わ
れ
て
は
い
な
い
が
、

こ
の

時
期
天
武
天
皇
の
国
忌
日
は
確
実
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で

き
る
。

　
ヨ

　

滝
川
政
次
郎
氏
は

『京
制
並
び
に
都
城
制
の
研
究
」
の
中
で
、
国

忌
を
制
度
化
す
る
こ
と
は
持
統
か
ら
は
じ
ま
り

(
こ
の
こ
と
は
各
氏

共
通
)
、
養
老
儀
制
令
に
あ
る
条
文
は
、
そ
の
条

の
集
解
に
古
記
が

引
か
れ

て
い
る
の
で
大
宝
令
に
存
し
た

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と

し
、

天
智

の
忌
日
を
国
忌
日
と
し
た
の
は
、
天
智
天
皇
の
皇
女
で
あ

る
持
統
天
皇
の
お
力
で
あ

っ
た
と
思
う
。
奈
良
時
代
に
最
も
大

切
に
さ
れ
た
の
は
、
天
武
天
皇
の
国
忌
日
と
大
内
山
陵
と
で

あ

っ
て
、
大
内
陵
に
物
を
献
じ
た
記
事
は
、
続
紀
に
畳
見
す
る

が
、
山
科
陵
に
物
が
献
じ
ら
れ
た
の
は
、
天
平
勝
宝
六
年
三
月

に
只

一
回
あ
る
の
み
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
ま

で
の
国
忌
研
究
で
は
、
国
忌
制
度
の
開
始
時
期
と
と
も
に
、

国
忌
の
改
廃
や
、
国
忌
の
行
事
内
容
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
国
忌

が
そ
の
天
皇
に
対
す
る
評
価
と
し
て
重
視
さ
れ
て
き
た
。
特
に
、
桓

武
天
皇
が
国
忌
を
再
編

(省
除
)
す
る
と
い
う
延
暦
十
年

の
政
策
は
、

天
皇
の
皇
統
の
問
題
と
し
て
注
目
さ
れ
、
「天
武
系
か
ら
天
智
系
へ
」

と
い
う
皇
統
の
交
替
と
絡
め
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。
し

か
し
な
が
ら
長

い
間
、
廃
務
そ
れ
自
体

の
検
討
は
な
さ
れ
て
い
な

か

っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
初
め
て
廃
務
を
取
り
扱

っ
た
藤
堂
か
ほ

　
　

　

る
氏
の
研
究
が
注
目
さ
れ
る
。
藤
堂
説
の
特
徴
は
、
奈
良
時
代
の
国

忌
日
廃
務
遵
守
の
検
討
か
ら
、
八
世
紀
の
先
帝
意
識
を
探

っ
た
点
に

あ
る
。
そ
の
要
点
を
列
挙
す
れ
ば

a
、
範
と
さ
れ
た
唐
で
は
国
忌
廃
務
が
高
祖
の
忌
日
に
際
し
て
創

出
さ
れ
、
初
代
皇
帝
高
祖
が
至
高
の
存
在
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
受
け
て
、
日
本
に
お
い
て
の
先
帝
は
天
智
天
皇
で
あ
る

と
し
て
い
る
点
、

b
、
国
忌
日
記
事
の
検
討
か
ら
、
八
世
紀

の
国
忌
廃
務
制
度
に
お

い
て
は
天
武
天
皇
が
唯

一
至
高
の
権
威
と
さ
れ
て
い
た
形
跡
は
み

ら
れ
ず
、
天
智
の
方
が
名
実
共
に
最
高
の
地
位
を
占
め
て
い
た
と

し
て
い
る
点
、

c
、
奈
良
時
代
は
必
ず
し
も
天
武
系
の
時
代
と
は
い
え
ず
、
光
仁
・

桓
武
朝
に
お
け
る
天
智
系
皇
統
意
識
の
成
立
は
同
時
に
、
[皇
統

意
識
」
そ
の
も
の
の
成
立
で
も
あ

っ
た
と
し
て
い
る
点
、
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で
あ
る
。

そ
し
て
、律
令
国
家
に
お
け
る
国
忌
廃
務
と
い
う
制
度
が
、

国
家
統
治
者
と
し
て
の
近
代
先
帝
を
祀
る
国
家
祭
祀
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
た
と
し
、
律
令
国
家
の
初
代
皇
帝
と
し
て
遇
さ
れ
た
の

は
天
智
天
皇
で
あ
る
と
結
論
づ
け
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
藤
堂
説
が

成
り
立

つ
な
ら
ば
、
「
天
武
系
か
ら
天
智
系

へ
」
と
い
う
皇
統
の
交

替
と
い
う
通
説
の
見
直
し
が
せ
ま
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
果
し
て
そ
れ

は
妥
当
な

の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
藤
堂
氏
の
論
点
を
と
り
あ
げ
、

検
討
を
加

え
る
こ
と
と
す
る
。
私
は
、
藤
堂
氏
が
検
討
さ
れ
た
よ
う

に
、
国
忌

日
の
記
事
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
各
天
皇
の
個
性
を
明
ら

か
に
す
る

一
つ
の
手
が
か
り
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
ま
ず
、
奈
良
時
代

(称
徳
朝
ま
で
)
の

国
忌
の
特
徴
と
先
帝
意
識
を
確
認
す
る
。
そ
の
上
で
桓
武
朝
に
お
け

る
国
忌
日
記
事
の
内
容
と
、
天
武
忌
日
に
お
け
る
桓
武
天
皇
の
姿
勢

に
考
察
を
加
え
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
そ
れ
ら
の
検
討
か
ら
、
奈

良
時
代
は

天
智

・
天
武
の
二
帝
が
先
帝
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
天
武

天
皇
の
血
筋
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
桓
武
天
皇
は
延

暦
元
年
か
ら
天
武
系
皇
統
を
否
定
し
て
お
り
、
国
忌
制
度
を
利
用
し

て
官
人
達

の

「先
帝
11
天
武
」
と
い
う
意
識
の
変
革
を
行

っ
て
い
た

こ
と
、
そ

し
て
、
延
暦
十
年
は
ま
さ
に
皇
統
が

「天
武
系
か
ら
天
智

系

へ
」
と
う

つ
っ
た
こ
と
を
国
忌
の
面
か
ら
宣
言
し
た
年
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
。

一
、
国
忌
制
度
の
成
立

(1
)

国
忌
設
置
に
つ
い
て

　
ら

　

国
忌
の
語
義
に
つ
い
て
、
古
瀬
奈
津
子
氏

は
続
紀
に

④
続
日
本
紀

天
平
勝
宝
八
歳
⊥ハ
月
二
十

二
日
甲
辰
条

勅
。
明
年
国
忌
御
斎
。
応
レ
設
・
東
大
寺

一。
其
大
仏
殿
歩
廊

者
。
宜
レ
令

六
道
諸

国
営
造
。

必
會

'
忌

日

・。
不
可

怠

緩

'。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「奈
良
時
代
ま
で
は

一
周
忌
を
も
国
忌
と
称
し

て
お
り
、

一
周
忌
と
国
忌
の
名
称
の
区
別
が

い
ま
だ
成
立
し
て
い
な

い
」
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
藤
堂
氏
に
よ
る
と

「律
令
国
家
の
国
忌
日
は
、
す
べ
て
廃

務
と
さ
れ
た
」
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。
私

は
各
氏
の
指
摘
を
踏
ま

え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
天
皇
忌
日
廃
務
の
遵
守
状
況
か
ら
、
国
忌
日
と
し

て
定
め
ら
れ
た
年
を
推
定
し
た
い
と
思
う
。

た
だ
、

こ
こ
で

一
つ
問

題
に
な
る
の
は

「廃
務
」
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う

点
で
あ
る
。
藤
堂
氏
が
い
う
よ
う
に

「六
国
史
に
は
国
忌
廃
務
が
明
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記
さ
れ
た
記
事
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
廃
務
の
実
情
を
史
料
か
ら
直
接

確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
の
で
あ
る
。
『公
事
根
源
』
に
は

⑤
廃
朝
廃
務
と
い
ふ
事
有
、
廃
務
は
、
諸
司
政
を
せ
ず
と
い
へ
り
、

是
は

一
日
を
か
ぎ
り
て
、
天
下
諸
司
の
政
を
と
・

め
ら
る
、
是

数
日
に
及
び
て
、
万
機
の
政
を
捨
を
か
れ
て
は
、
か
な
ふ
べ
か

ら
ざ

る
故
に
、

一
日
を
か
ぎ
り
て
廃
務
口
と
は
申
也
、

と
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
時
代
が
下

っ
た
史
料
な
の
で
、
あ
ま
り
参

　
　

　

考
に
は
で
き
な

い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
藤
堂
氏
が

国
忌
が
節
日
に
重
な

っ
た
場
合
な
ど
、
節
が
停
廃
さ
れ
た
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
政
務
の
場
合
、
記
事
が
な
け
れ

　
ア

　

ば
、
少
な
く
と
も
正
史
に
記
す
べ
き
重
要
な
案
件
の
処
理
は
行

わ
れ

て
い
な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
但
し
、
唐
六
典
の
遠
忌

日
規
定
同
様
、
廃
務
日
と
い
え
ど
も

「軍
務
急
切
」
の
場
合
な

ど
は
例
外
と
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
従

っ
て
そ
の
逆
の
ケ
ー

ス
、
す
な
わ
ち
小
事
を
、
廃
務
を
無
視
し
て
ま
で
処
理
し
た
と

は
考

え
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
廃
務
が
遵
守
さ
れ
て
い
た
な

ら
ば
、
国
忌
日
に
は
政
務

・
儀
式
記
事
は
存
在
し
な
い
と
推
定

さ
れ

る

と
し
た
こ
と
に
依
拠
す
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
う
え
で
数
年
間
を

一

つ
の
基
準

と
し
、
天
皇
崩
年
以
後
の
十
年
間
、
忌
日
に
記
事
が
存
在

し
な
い
場
合
に
は
崩
年
の
翌
年

(
一
周
忌
)
を
国
忌
指
定
年
と
判
定

し
た
。

表
1
か
ら
、
奈
良
時
代

の
天
皇
国
忌
口
は
、
そ
の
殆
ど
が
十
年

間
、
あ
る

い
は
そ
れ
以
上
廃
務
が
遵
守
さ
れ

て
お
り
、
国
忌
は

一

　
　

　

周
忌

で
あ
る
崩
年

の
翌
年
か
ら
設
置
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
判
明
し

た
。
よ

っ
て
延
暦
十
年
の
時
点
で
の
国
忌
は
、
表
に
見
え
る
通
り

十
六

で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
論
を
す
す
め
て
い

く
こ
と
に
す
る
。

(2
)

廃
務
国
忌
の
採
用

日
本
に
お
け
る
国
忌
の
語
の
史
料
上
の
初
見
は
、

⑥
日
本
書
紀

持
統
元
年
九
月
九
日
庚
午
条

設

国
忌
斎
於
京
師
諸
寺

・。

で
あ
る
。
藤
堂
氏
は
こ
の
記
事
に
つ
い
て
、
天
武
の

一
周
忌
法
要
が

「
国
忌
」
と
い
う
言
葉
で
表
さ
れ
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
先

帝
の
忌
日
祭
祀
と
し
て
の
国
忌
設
斎
の
開
始
記
事
と
は
い
え
な
い
と

し
、
史
料
②
の
詔
に
よ
っ
て
国
忌
設
斎
が
制
度
化
さ
れ
た
と
見
て
お

り
、
「国
忌
設
斎
の
継
受
は
、
そ
れ
ま
で
に
日
本
に
存
在
し
な
か
っ

た
定
期
的
な
先
帝
回
顧
シ
ス
テ
ム
の
創
出
で
あ

っ
た
」
と
し
て
い
る
。
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先
に
掲
げ

た
史
料
③
か
ら
も
、
持
統
二
年

二
月
十
六
日
詔
が
、
国
忌

の
制
度
化

で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
問
題
に
な
る
の
は
次
の

記
事
で
あ
る
。

⑦
続

日
本
紀

大
宝
二
年
十
二
月
二
日
甲
午
条

勅

日
、
九
月
九
日
、
十

二
月
三
日
、
先
帝
忌
日
也
。
諸
司
当

是

日

↓、
宜
レ
為

廃
務

・焉
。

こ
の
勅
が
出
さ
れ
た
二
十
日
後
に
持
統
太
上
天
皇
が
崩
御
す
る
。

そ
の
た

め
、
持
統
の
夫
と
兄
の
二
人
の
国
忌
を
厳
格
に
実
施
す
る
よ

う
改
め

て
勅
し
た
も
の
と
み
ら
れ
、
持
統
天
皇
の
意
向
が
反
映
さ
れ

て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
こ
で
は
天
智
・天
武
両
天
皇
を
並
べ
[先

帝
」
と
し

て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
藤
堂
氏
は
史
料
⑦
に
つ
い
て
、

明

ら
か
に
翌
日
の
天
智
の
忌
日
を
意
識
し
た
決
定
で
あ
り
、
廃

務

の
施
行
が
そ
の
年
の
天
智
の
忌
口
に
間
に
合
う
よ
う
に
出
さ

れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
大
宝
律
令
施
行
に
際
し
て

廃
務
対
象
に
指
定
さ
れ
た
の
は
、
天
武

・
天
智
の
忌
日
で
あ

っ

た
。

し
か
も
は
じ
め
て
の
律
令
国
家

の
国
忌
廃
務
は
、
大
宝
二

年
十

二
月
三
日
の
天
智
の
忌
日
に
際
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で

あ

る
。
(中
略
)
天
智
が
そ
れ
以
前
と
は
異
な
り
、
少
な
く
と

も

天
武
と
同
格
の
先
帝
で
あ
る
こ
と
を
公
式
に
認
め
、
国
家
祭

祀

シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
天
智
の
地
位
を
確
立
し
た
も
の
と
い
え

よ
う
。

と
指
摘
し
て
い
る
。
天
智
天
皇
崩
御
後
に
す

ぐ
壬
申
の
乱
が
勃
発
し
、

天
智

の
忌
日
の
設
斎

・
追
善
法
要
は
行
わ
れ
た
形
跡
が
な
い
。
天
武

天
皇
に
関
し
て
は
、
前
掲
史
料
②

・
③
の
と
お
り
で
あ
る
か
ら
、
天

智

の
忌
日
設
斎
は
国
忌
指
定

・
国
忌
廃
務

と
い
う
形
で
文
武
朝
に

な
っ
て
初
め
て
行

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
藤
堂
氏
が

[
こ
の
二
国
忌

が
そ
の
後
の
先
帝
忌
日
に
勝
る
廃
務
率
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
天

智

・
天
武
の
二
帝
が
、
い
わ
ば
律
令
国
家
の
祖
宗
と
し
て
重
ん
じ
ら

れ
て
い
た
こ
と
の
現
れ
と
い
え
よ
う
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
首
肯
す

べ
き
も
の
で
あ
る
。

元
明
天
皇
の
時
代
に
は

⑧
続
日
本
紀

和
銅
二
年
二
月

一
日
戊
子
条

詔
日
。
筑
紫
観
世
音
寺
。
淡
海
大
津
宮
御
宇
天
皇
、
奉

為
後

岡
本
宮
御
宇
天
皇

・誓
願
所
レ
基
也
。

錐
レ
累

年
代

。
迄
レ

今
未
レ
了
。
宜
卜
大
宰
商
量
充

駆
使

丁
五
十
許
人

」。
及
逐

閑
月

・。
差
笥
発
人
夫

・。
専
加

検
校

。
早
令
い
営
作
i
。

と
あ
り
、
天
智
に
関
し
て
特
に
反
発
な
ど
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
藤
堂
氏
が
称
徳
朝
の
末
年

(七
七
〇
)
ま
で
の
天
武
忌
日

に
政
務

・
儀
式
記
事
が
二
件
存
在
す
る
こ
と
を
挙
げ
、

一
般
に
天
武
系
系
統
の
時
代
と
い
わ
れ

る
こ
の
時
期
に
、
天
武
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の
忌
日
の
廃
務
は
天
智
ほ
ど
遵
守
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
形
跡
が

見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
奈
良
時
代
を
天
武
系
の

時
代

と
し
て
捉
え
る
従
来
の
見
方
に
、
再
考
を
促
す
も
の
で
は

な

い
か
。

と
国
忌
日
の
面
か
ら
天
武
よ
り
天
智
が
重
視
さ
れ
て
い
た
と
し
て
い

る
点
は
、
私
に
は
疑
問
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
章
で
は
天
智

・
天
武

忌
日
記
事

の
比
較
検
討
を
行
う
こ
と
に
す
る
。

二
、

廃
務
記
事
か
ら
見
え
る
天
智

・
天
武
の
位
置
づ
け

(
1
)
天
智

・
天
武
忌
日
記
事
に
つ
い
て

次
に
掲
げ
る
の
は
、大
宝

二
年
～
称
徳
朝
の
末
ま
で
の
天
智
(十
二

月
三
日
)
・
天
武

(九
月
九
日
)
国
忌
日
の
続
紀
の
記
事
で
あ
る
。

⑨
続
日
本
紀

慶
雲
二
年
九
月
九
日
丙
戌
条

置

八
腿
烏
社
干
大
倭
国
宇
太
郡

'祭
レ
之
。

藤
堂
氏
は
こ
の
記
事
を
廃
務
に
抵
触
す
る
も
の
と
し
た
が
、
こ
の

記
事
は
地
方
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
中
央
の
役
人
が

廃
務
を
守

っ
て
い
な
い
と
は
言
え
な
い
と
考
え
る
。
次
は
、

⑩
続
日
本
紀

養
老
七
年
九
月
九
日
辛
未
条

榮
惑
入

太
微
左
執
法
中

一。

こ
の
記
事
は
、
火
星
の
位
置
の
異
変
で
自
然
現
象
で
あ
り
、
廃
務

に
は
全
く
抵
触
し
な
い
。
次
に

⑪
続
日
本
紀

天
平
十
三
年
九
月
九
日
丙
辰
条

為
レ
供

造
営

一。
差

発
大
養
徳
。
河
内
。
摂
津
。
山
背

四

国
役
夫
五
千
五
百
人

。

造
営
は
地
方

の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
記
事
か
ら
も
中

央
の
役
人
が
廃
務
を
破

っ
て
い
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

今
、
三
つ
の
記
事
を
見
て
き
た
が
、
藤
堂
氏
が
廃
務
に
抵
触
す
る

と
し
た
⑨

・
⑪
の
記
事
は
い
ず
れ
も
廃
務
に
抵
触
し
な
い
と
見
る
べ

き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
七
〇
二
～
七
七
〇
年

の
間
に
廃
務
に
抵
触
す

る
天
武
天
皇
の
国
忌
日
の
記
事
は
、

一
件
も
存
在
せ
ず
、
廃
務
が
遵

守
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
次
は
天
智

国
忌
日
記
事
の
方
に
目
を
移
そ
う
。

⑫
続
日
本
紀

宝
亀
五
年
十
二
月
三
日
戊

辰
条

復

従
五
位
下
山
辺
真
人
笠
属
籍

一。

天
智
国
忌
日
記
事
は
こ
の

一
件
の
み
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
天
智
天

皇
国
忌
日
は
、
天
武
国
忌
日
と
同
様
に
廃
務
が
遵
守
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
窺
え
る
。
文
武
天
皇
二
年
に
は

⑬
続
日
本
紀

文
武
天
皇
二
年
正
月
十
九

日
庚
辰
条
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遣

直

廣
参
土
師
宿
禰
馬
手

一。
献
一新
羅
貢
物
干
大
内
山
陵

一。

と
あ
り
、
元
正
天
皇
の
養
老
六
年
に
は

⑭
続

日
本
紀

養
老
六
年
十
二
月
十
三
日
庚
戌
条

勅
奉
-
為
浄
御
原
宮
御
宇
天
皇

一造

一弥
勒
像

一。
藤
原
宮
御
宇

太

上
天
皇
釈
迦
像
。
其
本
願
縁
記
。
爲
以

金
泥

・。
安
ヨ
置
仏

殿

一焉
。

と
あ
り
、
天
武
天
皇
が
最
も
大
切
に
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
史

料
は
数
多

い
。
藤
堂
氏
が
天
智
の
忌
日
に
廃
務
が
厳
守
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
も

っ
て
、
「八
世
紀
に
お
い
て
、
天
智
が
律
令
国
家
の

「基

業
を
開
」
い
た
天
皇
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も

の
と
考

え
ら
れ
る
」
と
し
て
い
る
の
は
理
解
で
き
る
が
、
藤
堂
氏
が

両
天
皇

の
忌
日
に
お
け
る
記
事
の
多
寡
で
比
較
す
る
の
は
妥
当
で
は

な
く
、
廃
務
に
抵
触
す
る
か
否
か
、
で
み
て
み
る
と
、
そ
の
ど
ち
ら

も
中
央

の
官
人
の
廃
務
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「天
智
の

方
が
よ
り
重
要
視
さ
れ
て
い
た
」
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
あ
く

ま
で
奈
良
時
代
の
先
帝
は
天
武

・
天
智
の
二
人
で
あ
る
。

(2
)

草
壁
皇
子
忌
日
記
事
と
国
忌

奈
良
時
代
に
天
武
天
皇
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
手
が
か
り
と

し
て
、
草
壁
皇
子
の
忌
日
に
注
目
し
た

い
。
文
武
天
皇
の
慶
雲
四

年
四
月
十
三
日
庚
辰
条
に
は

「以

日
並
知
皇
子
命
莞
日

↓始
入

国

忌

一。」
と
あ
り
、
血
筋
の
う
え
で
天
武
天
皇
第

一
皇
子
で
あ
る
草

壁
皇
子
忌
日
が
国
忌
に
編
入
さ
れ
、
律
令
国
家
の

「先
帝

11
天
武
」

と
い
う
意
識
は
こ
こ
か
ら
も
汲
み
と
れ
る
。
加
え
て
、
文
武
治
世
下

　　
　

で
は
壬
申
の
功
臣
を
理
由
に
贈
位
さ
れ
て
い
る
人
物
が
六
人
に
の
ぼ

　ぬ
　

る
。
瀧
浪
貞
子
氏
は

『
日
本
古
代
宮
廷
社
会

の
研
究
」
の
中
で

天
武
と
持
統
の
嫡
子
で
あ
る
草
壁
皇
子

は
、
[不
改
常
典
」
の

論
理
の
な
か
で
意
図
的
に
ク

ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
た
嫡
系
の
始

祖
で
あ
り
、
草
壁
皇
統
の
意
識
は

「不
改
常
典
」
の
論
理
的
帰

結
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
草
壁
が
持
ち
出
さ
れ
る
の

は
あ
く
ま
で
も
皇
統
上
の
こ
と
で
あ
り
、
現
実
に
草
壁
に
対
す

る
敬
意
や
追
慕
と
い
っ
た
観
念
は
せ
い
ぜ
い
子
の
文
武
に
み
ら

れ
る
だ
け
で
、
む
ろ
ん
天
智
や
天
武
に
は
遠
く
及
ぼ
な
い
。

と
し

て
い
る
。
草

壁
皇

子
国
忌
日
を
見

て
み
る
と
、
七
〇
七
～

七
七
〇
年
ま
で
に
廃
務
に
抵
触
す
る
記
事
は

⑮
続
日
本
紀

天
平
十
六
年
四
月
十
三
日
丙
午
条

紫
香
楽
宮
西
北
山
火
。
城
下
男
女
数
千
飴
人
皆
趣
伐
レ
山
。
然

後
火
滅
。
天
皇
嘉
レ
之
。
賜
レ
布
人

一
端
。

の

一
例
の
み
で
あ
る
。火
が
出
た
の
は
自
然
現
象
で
あ
り
、
布
を
賜
っ
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た
こ
と
は
廃
務
に
抵
触
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

こ
の
こ
と
が
草
壁

の
忌
口
を
無
視
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
草
壁
皇
統
を
意
識
し
て

い
た
天
武
系
天
皇
-
称
徳
天
皇
ま
で
は
、
天
武

・
天
智
国
忌
日
と
と

も
に
草
壁
国
忌
口
に
も
廃
務
を
徹
底
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
奈
良
時
代
は
天
智
・天
武
両
国
忌
日
が
最
も
重
視
さ
れ
、

両
者
は
先
帝
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
加
え
て
天
武
天
皇
の
血
筋
が

重
視
さ
れ

て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
藤
堂
氏

の

噛天
武
忌
日
の
廃
務
は
天
智
ほ
ど
遵
守
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
形
跡

が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
奈
良
時
代
を
天
武
系
の
時

代
と
し

て
捉
え
る
従
来

の
見
方
に
、
再
考
を
促
す
も
の
で
は
な

い

か
。」
と

い
う
説
は
あ
た
ら
な
い
。
藤
堂
氏
の
指
摘
し
た

[大
宝
二

年
か
ら
称

徳
末
年
ま
で
の
約
七
十
年
間
は
、
(中
略
)
お
お
む
ね
国

忌
廃
務
が
遵
守
」
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
奈
良
時
代
の
国
忌
日
に
お
け

る
廃
朝

・廃
務
の
特
徴
で
あ
り
、
そ
れ
は
、当
時
の
官
人
達
の
間
に
[先

帝
11
天
武
」
の
構
図
が
十
分
に
行
き
渡

っ
て
い
る
こ
と
を
語

っ
て
い

る
。
奈
良
時
代
は
藤
堂
氏
の
い
う
天
智
天
皇

の
時
代
で
は
な
く
、
や

は
り
天
武
系
の
時
代
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

三
、
光
明
子

・
藤
原
宮
子
国
忌
編
入
に
つ
い
て

(1
)

恵
美
押
勝
と
国
忌

⑯
続
日
本
紀

天
平
宝
字
四
年
十
二
月
十

二
日
戊
辰
条

勅
。
太
皇
太
后

・
皇
太
后
御
墓
者
。
自

レ
今
以
後
、
並
称

山

陵

。
其
忌
日
者
亦
入

国
忌
例

設
レ
斎
如
レ
式
。

こ
れ
は
光
明
子
と
藤
原
宮
子
忌
口
の
国
忌
編
入
記
事
で
あ
る
。
藤

堂
氏
は

[
こ
の
こ
と
は
、

一
般
に
恵
美
押
勝
政
権
下
に
お
け
る
藤
原

氏
権
威
の
高
揚
政
策
の

一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
の
時
点
に
お
け
る
皇
后
の
国
忌
編
入
は
、
む
し
ろ
国
忌
の
唐

風
化
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。
」
と
し

て
い
る
。
そ
の
理
由
と

し
て1

宮
子
が
没
し
た
時
点
で
忌
日
の
国
忌
編
入
が
な
さ
れ
て
い
な
い

の
は
、宮
子
が
政
治
的
な
役
割
を
果
た
し
た
形
跡
が
見
ら
れ
ず
、

単
に
天
皇
の
生
母
と
い
う
血
縁
の
み
で
は
、
そ
の
忌
日
を
国
忌

と
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

H
皇
后
忌
日
の
国
忌
編
入
へ
の
道
を
開
い
た
の
は
血
縁
原
理
で
は

な
く
、
光
明
子
の

「先
帝
」
並
の
実
績

で
あ
る

皿
恵
美
押
勝
の
乱
後
も
皇
后
忌
日
の
国
忌
編
入
は
慣
例
と
し
て
定
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着
し
て
い
く

こ
と
を
挙
げ
、
ま
と
め
と
し
て

こ
の
時
期
は
、
皇
位
の
嫡
系
継
承
の
成
立
に
よ
り
、
先
帝
祭
祀

も
唐

と
同
様
、
天
皇

・
皇
后
を
ペ
ア
で
祀
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
段
階
に
到
達
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
初
め
て
の
令
制
皇
后
で

あ
る
光
明
の
死
が
そ
の
契
…機
と
な

っ
た
の
も
、
当
然
の
こ
と
と

い
え
よ
う

と
し
て
い
る
。
以
下
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
⑯
の
勅
と
同
年

の
八
月
七

日
に
贈
位

・
贈
官
さ
れ
た
人
物
が

い
る
。
ま
と
め
る
と
、

i
県
犬
養
宿
禰
三
千
代

正

一
位

・
大
夫
人

Hu
藤
原
朝
臣
武
智
麻
呂

太
政
大
臣

…皿
藤
原
朝
臣
房
前

太
政
大
臣

　ロ
　

と
な
る
。

服
藤
早
苗
氏
に
よ
る
と

こ
れ
ら
の
国
忌
編
入
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
設
置
が
い
ず

れ
も
崩
日
と
は
関
係
の
な
い
十
二
月
に
行
わ
れ
た

こ
と
で
あ

る
。
十
二
月
と
は
ま
さ
に
荷
前
儀
式
挙
行
月
で
あ
り
、

こ
の

十
二
月
に
勅
が
出
さ
れ
た
の
は
、
国
忌
と
対
応
す
る

「別
貢
幣
」

対
象

陵

へ
の
編
入
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

と
さ
れ
て

い
る
。
藤
堂
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
恵
美
押
勝
の
乱
後

も
皇
后
忌
日
国
忌
編
入
は
慣
例
と
な
る
が
、
宮
子

・
光
明
子
の
国
忌

+
別
貢
幣
対
象
陵

へ
の
編
入
、
藤
原
氏
に
対
す
る
贈
位

・
贈
官
と
い

う
事
実
を
考
慮
す
る
と
、
や
は
り
国
忌
の
唐

風
化
と
い
う
よ
り
も
、

藤
原
氏
権
威
の
高
揚
政
策
の

一
環
と
し
て
捉

え
る
方
が
妥
当
な
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

(2
)

不
比
等
の
墓
と
忌
日

と
こ
ろ
で
、
藤
原
氏
の
贈
位
贈
官
を
み
て
気
に
な
る
点
が
あ
る
。

そ
れ
は
「藤
原
不
比
等
の
忌
日
は
い
か
な
る
扱

い
に
な

っ
て
い
た
か
」

　セ
　

と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
服
藤
氏
は
、
八
世
紀

の
十
数
例
存
在
す
る
山

陵
奉
幣
記
事
に
言
及
し
た
際
、
藤
原
不
比
等
墓
に
つ
い
て
触
れ
、

「別
貢
幣
」
対
象
陵
墓
に
常
に
多
武
峰
墓
が
入
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
し
て
、
こ
の
頃

(天
平
元
年
-
筆
者
註
)
国
忌
と
対
応
す

る
山
陵
と
不
比
等
墓

へ
の
特
別
の
処
遇
が
す
で
に
成
立
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
、
藤
原
氏
の
特
別
視
が
う
か
が
え
る
。
(中
略
)

八
世
紀
の
中
葉
に
は
、
前
代
か
ら
存
在
し
た

「常
幣
」
に
加
え

て
国
忌
に
対
応
す
る
先
皇
陵
と
不
比
等
墓

へ
の
奉
幣
使
派
遣
と

し
て
の

「別
貢
幣
」
が
確
実
に
成
立
し

て
い
る
。

と
指
摘
し
て
い
る
。
私
は
、史
料
①
の
コ
ニ
等
親
。
百
官
三
位
以
上
喪
。

皇
帝
皆
不
レ
視
レ
事

一
日
」
と
、
服
藤
氏
の
指
摘
を
受
け
て
、
天
皇
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の
側
近
や
重
用
さ
れ
た
官
人
の
忌
日
も
国
忌
に
近

い
扱
い
を
受
け
た

の
で
は
な

い
か
、
ま
た
、
天
皇
の
各
故
人
に
対
す
る
追
慕
を
追
う
こ

と
で
天
皇

の
性
格
や
個
性
が
僅
か
な
が
ら
も
見
え
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
推
測
し
た
。
そ
こ
で
七
一
=

～
八
〇
六
年
ま
で
の
藤
原
不
比

等
忌
日
を
追

っ
て
み
る
と
、
興
味
深

い
こ
と
が
判
明
し
た
。
七
一
二

年
～
称
徳
朝

(七
七
〇
)
間
で
の
不
比
等
忌
日
の
記
事
は
二
件
で
あ
る
。

⑰
続
日
本
紀

天
平
二
十
年
八
月
三
口
辛
丑
条

近
江
播
磨
飢
。
賑
-
給
之

・。
賜

外
従
五
位
下
高
市
大
国
連

姓

。

⑱
続
日
本
紀

天
平
宝
字
八
年
八
月
三
日
戊
辰
条

節
部

省
北
行
東
第
二
雌
又倉
実

⑰
の
改

氏
姓
は
廃
務
に
抵
触
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
⑱
に
つ
い
て

は
関
わ
ら
な
い
。

一
方
、
光
仁

・
桓
武
朝
に
な
る
と
不
比
等
忌
日
の

　
け
　

記
事
は
九
例
と
増
加
し
、
廃
務
さ
れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

つ
ま

　ロ
　

り
、
藤
原
不
比
等
の
忌
日
は
奈
良
時
代
に
は
国
忌
に
準
ず
る
扱
い
を

う
け
、
光
仁

・
桓
武
天
皇
の
時
代
に
な
る
と
、
そ
う
で
は
な
く
な
る

の
で
あ
る
。
ま
た
、
不
比
等
の
墓
が
見
え
る
二
つ
の
記
事
を
こ
こ
に

挙
げ
る
。

⑲
続
日
本
紀

天
平
二
年
九
月
二
十
五
日
丙
子
条

遣
レ
使
以

渤
海

郡
信
物

・。
令
レ
献

山
陵
六
所

一。
並
祭

故
太
政
大
臣
藤
原
朝
臣
墓

'。

⑳
続
日
本
紀

天
平
勝
宝
七
年
十
月
二
十

一
日
丙
午
条

(前
略
)
遣

使
於
山
科
。
大
内
東
西
。
安
古
。
真
弓
。
奈
保

山
東
西
等
山
陵
。
及
太
政
大
臣
墓

・。
奉

幣
以
祈
請
焉
。

こ
の
よ
う
に
不
比
等
の
墓
は
、
天
智

・
天
武
持
統
山
陵
と
並
ん
で

奉
幣
さ
れ
て
お
り
、
史
料
⑳
の
時
点
で
は
、

こ
こ
に
見
え
る
山
陵
の

す
べ
て
が
国
忌

へ
編
入
さ
れ
て
お
り
、
国
忌

と
山
陵
は
や
は
り
セ
ッ

ト
に
な

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
藤
原
仲
麻
呂
は
天
平
宝
字
四
年

に
宮
子

・
光
明
子
の
国
忌
編
入
を
行

っ
た
時

に
、
あ
る
い
は
、
不
比

等
に
つ
づ
く
藤
原
氏
も
対
象
と
し
て
意
識
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な

い
。
そ
れ
は
何

の
た
め
か
と
い
え
ば
、
も
ち
ろ
ん
藤
原
氏
権
威
高
揚

の
た
め
で
あ
る
。
特
に
光
明
子
は
皇
后
で
あ
り
、
国
忌
編
入
の
立
場

に
最
も
近

い
存
在
で
あ

っ
た
。
仲
麻
呂
は
こ
の
こ
と
を
利
用
し
た
の

で
あ
る
。
藤
原
宮
子

・
光
明
子

・
藤
原
武
智
麻
呂

・
房
前
は
不
比
等

の
子
で
あ
り
、
県
犬
養
三
千
代
は
不
比
等
の
妻
で
あ
る
。
天
平
宝
字

四
年
に
名
が
挙
げ
ら
れ
た
こ
の
五
人
は
、

い
ず
れ
も
不
比
等
に
関

わ

っ
て
お
り
、

一
連
の
贈
位

・
贈
官
、
国
忌

・
山
陵

へ
の
編
入
の
背

景
に
は
、
藤
原
不
比
等
の
存
在
が
欠
か
せ
な

い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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四
、
桓
武

天
皇
と
国
忌
～
省
除
の
意
義
～

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
天
智

・
天
武
国
忌
日
記
事
の
比
較
検
討
、

宮
子

・
光
明
子
国
忌
編
入
、
不
比
等
忌
日
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て

き
た
。大
宝

二
年
～
称
徳
朝
ま
で
の
間
に
先
帝
と
さ
れ
て
い
た
の
は
、

天
智

・
天
武
の
二
人
で
あ
り
、
こ
の
二
人
の
国
忌
に
優
劣
は
な
く
、

草
壁
皇
子
国
忌
日

・
天
武
系
天
皇
の
廃
務
遵
守
か
ら
、
こ
の
時
期
は

天
武

の
血
筋
が
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
以
下
で
は
、

桓
武
朝

の
国
忌
に
つ
い
て
考
察
を
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

(
1
)

延
暦
十
年
の
国
忌
省
除
令
に
つ
い
て

桓
武
天
皇
に
よ

っ
て
延
暦
十
年
、
国
忌
に
大
き
な
改
革
が
行
わ
れ

た
。⑳

続
日
本
紀

延
暦
十
年
三
月
二
十
三
日
癸
未
条

太
政
官
奏
言
。
謹
案

礼
記
一
日
。
天
子
七
廟
。
三
昭
三
穆
与

太
祖

之
廟

一
而
七
。

又
日
。
舎
レ
故
而
諜
レ
新
。
注

日
。
舎

親
蓋
之
祖

↓。
而
謹
串
新
死
者

一。
今
国
忌
梢
多
。
親
世
亦
蓋
。

一
日
万
機
。
行
レ
事
多
滞
。
請
親
壼
之
忌
。

一
従
二
省
除

一。

奏
可
之
。

い
わ
ゆ
る
延
暦
の
国
忌
省
除
令
で
あ
る
。

こ
の
国
忌
省
除
に
つ
い

　め
　

　め
　

　ロ
　

て
は
中
村

一
郎
氏
、
林
陸
朗
氏
、
服
藤
早
苗

氏
、
藤
堂
か
ほ
る
氏
、

　お
　

　ロ
　

中
西
康
裕
氏
、
堀
裕
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
言
及
し
て
い
る
。

ま
ず
中
村
氏
は
、延
暦
の
省
除
は
中
国
の
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、

そ
の
定
数
は
中
国
の
宗
廟
の
数
と
異
な
る
の
で
、
日
本
独
自
の
事
情

に
よ
る
も
の
だ
と
し
た
。
次
に
林
氏
は
、
延
暦
の
省
除
令
は

『続
日

本
紀
」
延
暦
九
年
十
二
月

一
日
条
に
関
わ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち

⑳
続
日
本
紀

延
暦
九
年
十
二
月

一
日
壬

辰
条

詔
日
。
春
秋
之
義
。
祖
以
レ
子
貴
。
此

則
礼
経
之
垂
典
。
帝

王
之
恒
範
。
朕
君
-
臨
寓
内

一十

年
於
薙

・。
追
尊
之
道
。
猶

有

闘
如

一。
興
言
念
レ
之
。
深
以
催
焉
。
宜
卜
朕
外
祖
父
高

野
朝
臣
。
外
祖
母
土
師
宿
禰
。
並
追

-贈
正

一
位
一。
其
改

土
師
氏

一。
為
中
大

枝
朝
臣
L
。
夫

先

秩

九
族

一。
事

彰

常

典

一。
自
レ
近
及
レ
遠
。

義
存

嚢

籍

一。
亦
宜

菅

原
真

仲
。
土
師
菅
麻
呂
等
同
為

大
枝
朝
臣

一　
。

こ
の
中

の

「夫
、
…
異
籍
」
と
い
う
天
皇

の
意
向
と
合
致
す
る
も

の
で
、
唐
制
の
天
子
七
廟
と
国
忌
と
が
こ
の
省
除
に
当
た

っ
て
結
合

さ
れ
、
そ
の
定
数
は
天
子
七
廟
に
合
わ
せ
た
も
の
と
し
た
。

服
藤
氏
は
天
子
七
廟
制
を
取
り
入
れ
た
と
す
る
林
氏
の
論
に
依
拠

し
な
が
ら
、
こ
の
改
革
の
主
眼
は
国
忌
や

『別
貢
幣
』
対
象
陵
墓
を
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自
己
の
直
系
祖
先
に
の
み
に
限
定
す
る
こ
と
で
家
の
祖
先
祭
祀
を
創

設
し
、
自
己
の
王
朝
の
正
統
性
を
表
明
す
る
の
が
目
的
で
あ

っ
た
と

し
て
い
る
。

一
方
藤
堂
氏
は
、
国
忌
の
宗
廟
制

の
導
入
に
つ
い
て
は
異
論
が
な

い
が
、
『
親
尽
之
忌
」
は
天
皇
の

『私
父
母
』
の
忌
日
の
国
忌
編
入

に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
、
国
忌
対
象
者
の
対
応
策
で
あ
る
と
し
、

服
藤
氏
が

口
唐
の
国
忌
の
総
数

の
比
較
か
ら
政
務
の
停
滞
を
建
前
と

し
て
い
る
点
に
再
考
を
促
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
延
暦
の
国
忌
省
除

は
、
光
仁
朝
に
始
ま
る
廃
務
不
履
行
の
実
態
の
追
認
と
し
て
位
置
づ

け
る
べ
き
で
あ
り
、
政
務
の
遅
滞
防
止
を
求
め
る
太
政
官
側
と
、
近

代
先
帝
祭

祀
の
宗
廟
制
的
再
編
を
望
ん
だ
桓
武
の
意
思

一
致
に
よ

っ

て
実
施
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
し
た
。

中
西
氏
は
、
延
暦
の
省
除
は
、
表
向
き
は
政
務
が
滞
る
か
ら
と
あ

る
が
、
天
武
系
か
ら
天
智
系

へ
と
皇
統
が
移

っ
て
、
天
智

・
光
仁
を

祖

・
中
祖
と
位
置
づ
け
る
新
王
朝
意
識
に
基
づ
く
改
廃
だ
と
し
て
い

る
。
こ
れ
は
留
め
て
お
き
た
い
指
摘
で
あ
る
。

従
来
の
研
究
の
中
で
こ
の
省
除
令
は
、
中
西
説
に
典
型
的
に
み
ら

れ
る
よ
う

に
、
天
武
系
か
ら
天
智
系

へ
と
い
う
皇
統
の
交
替
と
絡
め

て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
国
忌
と
い
う
制
度
か
ら
み
て
皇

統
交
代
説

に
異
を
唱
え
た
の
が
堀
裕
氏
で
あ
る
。

堀
氏
は

「平
安
初
期
の
天
皇
権
威
と
国
忌
」
の
中
で
、
延
暦
十
年

国
忌
対
象
者
リ
ス
ト
が
七
人
に
固
定
し
た
と

い
う
林
説
を
批
判
し
、

実
際
は
八
人
又
は
六
人
の
可
能
性
も
あ

っ
た
と
述
べ
た
。
更
に

『新

撰
年
中
行
事
』
か
ら
、
『弘
仁
式
」
に
高
野

天
皇
の
国
忌
が
記
載
さ

れ
て
い
る
事
を
導
き
出
し
、
延
暦
の
国
忌
省
除
は
天
智
天
皇
を
始
祖

と
し
つ
つ
代
々
の
天
皇
を
重
視
し
な
い
点
で
他
の
施
策
と
共
通
す
る

と
し
、
天
武
か
ら
天
智

へ
と
い
う
皇
統
交
代
説
は
成
り
立
た
な
い
と

し
て
い
る
。

今
、
六
氏
の
論
を
見
て
き
た
。
延
暦
の
省
除
が
桓
武
天
皇
に
よ
る

中
国
政
治
思
想
導
入
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
は
各
氏
と
も

異
論
が
な
い
と
見
え
る
。
藤
堂
氏
が
・王
張
す

る
、
光
仁
朝
に
始
ま
る

廃
務
不
履
行

の
実
態
の
追
認
と
い
う
の
も
、
表

H
に
み
え
る
よ
う
に
、

光
仁
朝
に
国
忌
日
の
政
務

・
儀
式
記
事
は
十

五
例
存
在
し
、
表
皿
に

み
え
る
大
宝

二
年
～
称
徳
朝
末
の
十

一
例
か
ら
著
し
く
増
加
し
て
い

る
た
め
、
う
な
ず
け
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が

「天
武
系
か
ら
天
智
系

へ
」
と
い
う
皇
統
の
交
替
を
否
定
し
う
る
根
拠
に
は
な
り
得
な

い
と

私
は
思
う
。
以
下
で
は
桓
武
天
皇
の
国
忌
に
対
す
る
姿
勢
を
確
認
し

て
い
き
た
い
。
そ
の
上
で
、
堀
氏
の
指
摘
に
言
及
し
た
い
と
思
う
。
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(
2
)
桓
武
朝
初
期
の
国
忌
と
廃
務

天
応

元
年
、
桓
武
朝
の
始
ま
り
の
年
で
あ
る
。

こ
の
年

の

『続
日

本
紀
』

に
は
四
名

の
国
忌
日
に
記
事
が
残

っ
て
い
る
。
光
明
子

・
文

武

・
宮

子

・
元
明
で
あ
る
。

⑳
続

日
本
紀

天
応
元
年
六
月
七
日
甲
午
条

(光
明
子
)

従
五
位
下
塩
屋
王
為

主
殿
頭

。
外
従
五
位
下
小
塞
宿
禰
弓

張
為

内
掃
部
正

。

⑳
続

口
本
紀

天
応
元
年
六
月
十
五
日
壬
寅
条

(文
武
)

授

命
婦
従
四
位
下
藤
原
朝
臣
教
貴
正
四
位
下

。

⑳
続

日
本
紀

天
応
元
年
七
月
十
九
口
丙
子
条

(宮
子
)

河
内
国
言
。
尺
度
池
水
以

今
月
十
八
口

。
自
レ
巳
至
レ
酉
。

変

成

血
色

。
其
臭
甚
壇
。

長
可

二
町
飴

。
広

司

三

丈

。

⑳
続

日
本
紀

天
応
元
年
十
二
月
七
口
辛
卯
条

(元
明
)

授

従
五
位
下
紀
朝
臣
宮
人
正
五
位
下

。

こ
れ
ら
の
記
事
の
中
で
⑳
は
、
こ
の
日
は
河
内
国
の
報
告
の
み
で
、

内
容
が

国
忌
日
の
報
告
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
く
な
く
、
地
方
の
官
人

に
つ
い
て
は
国
忌
日
廃
務
を
行

っ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
が
、
中
央
の
官
人
の
廃
務
に
は
必
ず
し
も
抵
触
し
な
い
。
そ
の
他

の
記
事
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
任
官
と
叙
位
で
あ
り
、
明
ら
か
に

廃
務
が
守
ら
れ
て
い
な
い
。
元
明
天
皇
国
忌

日
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、

光
仁

・
桓
武
朝
に
な

っ
て
初
め
て
儀
式
記
事
が
見
出
さ
れ
る
と
い
う

特
徴
が
あ
る
。

次
に
、
光
仁
天
皇
が
亡
く
な

っ
た
直
後
、
延
暦
元
年
に
存
在
す
る

忌
日
記
事
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
国
忌
日
に
記
事
が
残
っ
て
い
る
の

は
、
草
壁

・
志
貴

・
天
武
の
三
人
で
あ
る
。
ま
ず
、
草
壁

・
志
貴
国

忌
口
記
事
を
挙
げ
る
。

⑳
続
口
本
紀

延
暦
元
年
四
月
十
三
日
乙
丑
条

(草
壁
)

授

正
六
位
上
文
直
上
外
従
五
位
下

。

⑱
続
口
本
紀

延
暦
元
年
八
月
九
日
己
未
条

(施
基
)

遣
卜
治
部
卿
従
四
位
上
壼
志
濃
王

・
左
中
弁
従
四
位
下
紀
朝
臣

古
佐
美

・
治
部
大
輔
従
五
位
上
藤
原
朝
臣
黒
麻
呂

・
主
税
頭
従

五
位
下
榮
井
宿
禰
道
形

・
陰
陽
頭
従

五
位
下
紀
朝
臣
本

・
大

下
記
外
従
五
位
下
朝
原
忌
寸
道
永
等
、
六
位
已
下
解

陰
陽

者
合
十
三
於
大
和
国
ー
。
行
相

山
陵

之
地

。
為
レ
改
--葬
天

宗
高
紹
天
皇

也
。

史
料
⑳
に
つ
い
て
は
、
叙
位
で
あ
り
廃
務
を
し
て
い
な
い
。
⑱
は

光
仁
天
皇
を
改
葬
す
る
た
め
の
山
陵
地
を
相

し
た
記
事
で
あ
り
、
光

仁
の
父
で
あ
る
志
貴
皇
子
の
国
忌
日
に
行

っ
た
こ
と
は
別
段
不
可
解
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で
あ
る
と
も
思
わ
れ
な
い
。
む
し
ろ
志
貴
皇
子

へ
の
改
葬
の
報
告
も

兼
ね
、
桓
武
天
皇
が
敢
え
て
志
貴
国
忌
日
に
合
わ
せ
た
と
も
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
記
事
が
廃
務
に
触
れ
る
か
は
判
断
を
保
留
し
て
お
く
。

　
ね
　

吉
川
真
司
氏
は
こ
の
記
事
に
つ
い
て

「わ
ざ
わ
ざ
忌
日
を
選
ん
で

派
遣
し
た

の
は
、
施
基
の
田
原
山
陵
を
強
く
意
識
し
て
、
そ
の
近
傍

で
適
当
な
場
所
を
探
さ
せ
た
た
め
と
考
え
る
の
が
自
然
」
で
あ
る
と

し
、

こ
こ
に
示
さ
れ
た
桓
武
の
意
志
は
、
(中
略
)
光
仁
天
皇
陵
を
施

基
皇

子
陵
と
不
可
分

の
も
の
に
改
め
、
施
基
-
光
仁
-
今
上

(自
分
)
と
い
う
直
系
系
譜
を
鮮
明
に
し
よ
う
と
す
る
強
烈
な

意
志

で
あ
ろ
う
。
(中
略
)
桓
武
に
よ
る
直
系
系
譜
の
重
視
は
、

天
応

二
年
八
月
ま
で
遡
ら
せ
て
考
え
ね
ば
な
ら
な

い

と
し
て
い
る
。
ま
た
、延
暦
四
年
十
月
庚
午

(八
日
)
に
山
科
山
陵
・

　の
　

田
原
山
陵

・
後
佐
保
山
陵
に
早
良
廃
太
子
を
奉
告
し
た
記
事
に
つ
い

て
、
従
来

は
山
科
11
天
智
、
田
原
け
光
仁
、
後
佐
保
11
聖
武
と
い
う

解
釈
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
吉
川
真
司
氏
は
後
佐
保
山
陵
は
光
仁
陵

の
こ
と
で
あ
る
と
し
て
聖
武
陵
説
を
否
定
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
こ

こ
に
見
え
る
山
陵
は
天
智
、
施
基
、
光
仁
の
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て

い
る
。
私
も
国
忌
の
検
討
結
果
か
ら
吉
川
説
を
支
持
す
る
。

桓
武
の
こ
の
強
烈
な
意
識
は
天
応
二
年

(七
八
二
)
八
月
十
九
日

の
延
暦
改
元
を
経
て
、
延
暦
元
年
九
月
九
日

・
天
武
国
忌
日
に
も
繋

が

っ
て
い
く
と
考
え
る
。
そ
の
天
武
国
忌
日
の
記
事
を
次
に
掲
げ
よ

う
。
こ
の
記
事
を
見
な
が
ら
、
光
仁
天
皇
の
宝
亀
十

一
年
ま
で
天
武

天
皇
国
忌
日
に
は
廃
務
に
抵
触
す
る
記
事
が

一
件
も
存
在
し
な
か

っ

た
こ
と
を
思

い
出
し
て
も
ら
い
た
い
。

⑳
続
日
本
紀

延
暦
元
年
九
月
九
日
戊
子
条

(天
武
)

以

従
五
位
上
藤
原
朝
臣
黒
麻
呂

↓為

右
中
弁

・。
従
五
位

下
廣
川
王
為

右
大
舎
人
頭

一。
正
五
位
下
榮
井
宿
禰
蓑
麻
呂

為

陰
陽
頭
一。
従
五
位
上
大
中
臣
朝

臣
継
麻
呂
為

・治
部
大

輔

一。
従

五
位
上
多
治
比
真
人
年
主
為

大
蔵
大
輔

一。
神
祇

伯
従

四
位
上
大
中
臣
子
老
為

兼
右
京
大
夫

一。
従
五
位
下
積

殖
王
為

右
丘
ハ庫
頭

・。
従
五
位
下
甘
南
備
真
人
浄
野
為

肥

前
守

一。

こ
の
記
事
が
光
仁
天
皇
が
崩
御
し
て
か
ら
最
初
の
天
武
天
皇
忌
日

の
も
の
で
あ
る
。
桓
武
天
皇
は
自
ら
の
治
世

の
初
め
に
、
光
仁
天
皇

も
破
ら
な
か
っ
た
天
武
国
忌
日
廃
務
を
遵
守
し
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
天
応
元
年

・
延
暦
元
年
の
忌
日
記
事
に
つ
い
て
見
て
き

た
。
桓
武
天
皇
は
自
ら
の
血
筋
か
ら
、
文
武
天
皇
に
つ
づ
く
歴
代
天

皇
の
草
壁
皇
統
意
識
を
痛
い
ほ
ど
よ
く
わ
か

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
た
め
、
天
武
系
皇
統
の
い
わ
ば
中
継
ぎ
役
と
し
て
抜
擢
さ
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　お
　

れ
た
父

・
光
仁
天
皇
が
亡
く
な

っ
た
翌
年
、

一
般
に
は

「生
母
の
血

筋
の
い
や
し
い
こ
と
か
ら
皇
位
に
つ
な
げ
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
の
な

か

っ
た
」
桓
武
天
皇
は
、
こ
れ
ま
で
の
天
武
重
視
と
い
う
常
識
を
打

破
し
よ
う
と
決
意
す
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
桓
武
天
皇
は

わ
ざ
わ
ざ

天
武
天
皇
の
国
忌
日
に
任
官
を
行

っ
た
り
は
し
な
い
で
あ

ろ
う
。
更
に
桓
武
は
延
暦
元
年
の
草
壁
皇
子
忌
日
に
も
叙
位
を
行

っ

て
い
る
。
私
は
天
武
重
視
と
い
う
奈
良
時
代
の
官
人
た
ち
に
浸
透
し

て
い
る
常
識
を
打
破
す
る
突
破
口
と
な

っ
た
の
が
史
料
⑳
で
あ
る
と

推
察
す
る
。

そ
し
て

つ
い
に
史
料
⑱

・
⑳
に
見
え
る
と
お
り
、
桓
武
天
皇
は
天

武
天
皇
国
忌
日
に
任
官
を
決
行
す
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。
大
々
的

で
お
そ
ら

く
周
囲
の
官
人
達

に
は
寝
耳
に
水

で
あ

っ
た
に
違

い
な

い
。
こ
と
も
あ
ろ
う
に
、
奈
良
時
代
の
ど
の
天
皇
も
廃
朝

・
廃
務
を

遵
守
し
て
き
た
九
月
九
日

・
天
武
天
皇
忌
日
で
あ
る
。
そ
れ
を
解

っ

て
い
な
が

ら
も
史
料
⑳
に
見
え
る
と
お
り
実
行
に
移
し
た
桓
武
天
皇

の
、
天
武
系
皇
統
に
対
す
る
意
識
は
非
常
に
強

い
も
の
で
あ
る
。
そ

　ね
　

の
延
長
線
上
に
あ
る
の
が
、
延
暦
十
年
の
国
忌
省
除
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
桓
武
天
皇
は
天
武
系
天
皇
の
国
忌
を
、
そ
の

治
世
の
初

め
か
ら
そ
れ
ほ
ど
遵
守
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
延
暦
元

年

は
桓
武

天
皇
が
天
武
系
皇
統
を
否
定
し
、
自
ら

の
所
信
表
明
を

行

っ
た
重
要
な
年
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
桓
武
は
、
国
忌
が
天
皇
権

力
と
深
く
関
わ
る
制
度
で
あ
り
、
「山
陵

へ
の
奉
幣

・
奉
告
は
、
先

帝
に
対
す
る
顕
彰
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
行
な
う
天
皇
の
存
在

　
り
　

や
立
場
を
強
調
す
る

一
種

の
示
威
行
為
」
(
瀧
浪
貞
子
)
で
も
あ
る

こ
と
を
十
分
認
識
し
て
い
た
ー
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
た
。
な
お
、

　
ゐ
　

図
W
は
宝
亀
元
年

(七
七
〇
)
～
延
暦
十
三
年
ま
で
の
桓
武
の
皇
統

　め
　

意
識
が
み
え
る
事
項
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
吉
川
真
司
氏
は

長
岡
遷
都
は
桓
武

の
直
系
皇
統
意
識
、
あ
る
い
は
新
王
朝
成
立

の
観
念
と
深
く
関
連
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
(中
略
)光
仁

改
葬
と
平
城
廃
都
は
、
天
智
直
系
皇
統

の
重
視
、
天
武
ー
聖
武

系
的
要
素
の
廃
棄
と
い
う
同

一
の
意
図

の
下
に
、
う
ま
く
歩
調

を
合
わ
せ
な
が
ら
遂
行
さ
れ
た
と
言
う

こ
と
が
で
き
る

と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の

一
連
の
動
き
の
中
に
国
忌
の
改
廃
も
含
ま

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(3
)
桓
武
朝
の
国
忌
廃
務
の
実
態
と
省
除

の
意
義

天
応
元
年
～
延
暦
十
年
三
月
ま
で
の
国
忌
日
政
務
儀
式
記
事

の
残

存
状
況
を
挙
げ
る
と
、

天
智
○
回

天
武

一
回

持
統
○
回

草
壁
二
回
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文
武

一
回

元
明
二
回

元
正
○
回

聖
武
○
回

宮
子
二
回

光
明
二
回

称
徳
○
回

志
貴
○
回

紀
氏
○
回

光
仁

一
回

と
な

っ
て
お
り
、
十

一
年
間
に
合
計
十

一
例
で
あ
る
。
内
、
五
件
は

天
応
元
年
、
延
暦
元
年
の
二
年
の
間
に
存
在
す
る
が
、
延
暦
二
・五

年
の
藤
原
宮
子
国
忌
日
の
記
事
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

⑳
続
日
本
紀

延
暦
二
年
七
月
十
九
日
甲
午
条

詔
以

大
納
言
正
三
位
藤
原
朝
臣
是
公

為

右
大
臣

。
中

衛
大
将
如
レ
故
。
中
納
言
正
三
位
藤
原
朝
臣
継
縄
為

大
納
言

。

中
務

卿
如
レ
故
。
従
三
位
大
伴
宿
禰
家
持
為

中
納
言

。
春

宮
大
夫
如
レ
故
。」
正
四
位
下
石
川
朝
臣
名
足
。
紀
朝
臣
船
守

並
授

正
四
位
上
。
従
五
位
下
笠
朝
臣
名
麻
呂
従
五
位
上
。
正

六
位
上
布
勢
朝
臣
大
海
従
五
位
下

。

⑳
続
日
本
紀

延
暦
五
年
七
月
十
九
日
丙
午
条

太
政
官
院
成
。
百
官
始
就

朝
座

焉
。

と
あ
り
、
宮
子
国
忌
口
に
は
参
議
の
人
事
と
官
人
の
動
き
が
確
認
さ

れ
、
廃
務
は
無
視
さ
れ
て
い
る
。

次

の
表
V

・
M
は
、
延
暦
十
年
三
月
～
大
同
二
年
ま
で
の
期
間
に

お
け
る

『日
本
後
紀
」
と
、
そ
の
逸
文
の
国
忌
日
記
事
の
内
容
を
要

約
し
、
性
格
に
よ

っ
て
三
種
類
に
分
け
た
も
の
で
あ
る
。
A
は
廃
務

に
か
か
る
記
事
、
B
は
判
別
留
保
記
事
、
C
は
廃
務
に
抵
触
し
な
い

記
事
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
表
か
ら
は
、
延
暦
十
年
三
月
以
降
、
廃
国

忌
日
に
A
記
事
が
増
加
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
こ
こ
で

一
つ
気

に
な
る
の
は
、
天
応
元
年
～
大
同
二
年
の
問

に
光
仁
忌
口
に
三
例
、

記
事
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
こ
の
記
事
を
見
て
い
く
。

⑫
続
日
本
紀

延
暦
四
年
十
二
月
二
十
三
日
甲
申
条

故
遠
江
介
従
五
位
下
菅
原
宿
禰
古
人
男

四
人
給

衣
根

。
令
レ

勤

学
業

。
以

其
父
侍
読
之
労

也
。

⑳
続
日
本
紀

延
暦
八
年
十
二
月
二
±

二
日
庚
寅
条

勅

日
。
朕
有
レ
所
レ
思
。
宜
レ
停

来
年

賀
正
之
礼

。
又
勅
。

頃
者
。
中
宮
不
豫
。
梢
経

旬
日

。
難
レ
勤

医
療

。
未
レ

有

山心
船朕

○

田
心
卜
帰

ム土
道

O

A刀
レ
復

安

穏

○
{且
レ

令

畿
内
七
道
諸
寺
。
十
七
箇
日
読

涌
大
般
若
経

爲
。

⑭
口
本
後
紀

延
暦
二
十
四
年
十
二
月
二
十
三
日
戊
午
条

山
城
国
乙
訓
郡
白
田

一
町
賜

大
判
事
従
五
位
下
讃
岐
公
千
継

。

⑫
の
記
事
は
、
桓
武
天
皇
に
漢
籍
を
講
じ
て
い
た
菅
原
古
人
の
息

に
衣
根
を
給
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
は
A
記
事
で
は
あ
る

が
、
光
仁
忌
日
に

『衣
根
を
給
」
す

こ
と
で
、
官
人
に
光
仁
国
忌
を

印
象
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
桓
武
に
と

っ
て
マ
イ
ナ

ス
に
は
作
用
し
な
い
。
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次
は
⑳

の
記
事
で
あ
る
。
桓
武
は
光
仁
忌
日
に
、
生
母

・
新
笠
の

病
の
た
め

の
、
全
国
諸
寺
に
七
日
間
大
般
若
経
を
読
請
さ
せ
る
こ
と

を
命
じ
た
勅
を
出
す
。
こ
の
記
事
か
ら
は
、
桓
武
が
新
笠
を
何
と
し

て
も
救

い
た
か

っ
た
と
い
う
心
情
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
勅
の
五
口

後
に
高
野
新
笠
は
崩
ず
。

こ
の
⑫

・
⑳
の
記
事
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
桓
武
が
光
仁
国
忌
日

を
あ
え

て
選
択
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
決
し
て
光
仁
国
忌
日
に

お
け
る
廃
務

・
廃
朝
を
無
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
⑭
の
記
事

に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
天
武
系
天
皇
国
忌
日
と

光
仁
国
忌
日
と
で
は
、
明
ら
か
に
桓
武
天
皇
の
扱
い
に
差
異
が
見
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の

一
例
と
な
る
の
が
、
延
暦
十
年
～
大
同
元
年

の
間
の
天
武
天
皇
忌
日
の
記
事
で
あ
る
。
以
下
三
件
全
て
を
次
に
挙

げ
る
。

⑮
日
本
後
紀
逸
文

延
暦
十

一
年
九
月
九
口
辛
酉
条

遊

猟
干
大
原
野

。

⑯
日
本
後
紀
逸
文

延
暦
十
七
年
九
月
九
日
乙
卯
条

遊

猟
於
北
野

。

⑳
日
本
後
紀

延
暦
二
十
二
年
九
月
九
日
丁
巳
条

幸

西
八
條
院

・。

桓
武
天
皇
は
、
わ
ざ
わ
ざ
天
武
忌
日
を
選
ん
で
官
人
た
ち
を
連
れ

て
遊
猟

・
行
幸
を
行

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
態

度
の
差
は
歴
然
で
あ
る
。
国
忌
の
省
除
の
翌
年
、
桓
武
天
皇
は
治
世

の
初
め
と
同
様
に
、
あ
え
て
天
武
天
皇
忌
口
に
行
動
を
起
こ
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
延
暦
十
年
三
月
の
官
奏
に
み
え
る

「
一
日

万
機
行
事
多
滞
」
は
事
実
で
あ

っ
て
、
藤
堂
氏
の
言
う
政
務
遅
滞
と

い
う
現
状
の
打
破
は
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
よ
り
も
重
要
な
こ

と
は
、
桓
武
天
皇
の
、
天
武
系
天
皇
の
国
忌

日
の
排
除

・
特
に

『先

帝

・
天
武
』
と
い
う
官
人
の
意
識
の
変
革
と

い
う
意
図
が
、
延
暦
十

年

の
国
忌
省
除
に
は
明
ら
か
に
見
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。

養
老
令
雑
令
に
は
、
次
の
よ
う
に
節
日
の
規
定
が
あ
る
。

⑱
養
老
雑
令

・
四
十
条

凡
正
月

一
口
。
七
日
。
十
六
口
。
三
月
三
口
。
五
月
五
日
。
七

月
七
日
。
十

一
月
大
嘗
口
。
皆
為

節

口

。
其
普
賜
。
臨
時

聴
レ
勅
。

嵯
峨
天
皇
が
即
位
す
る
と
、
天
武
天
皇
忌

日
の
九
月
九
日
に
は
、

停
止
さ
れ
て
い
た
重
陽
節
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
結
果
的
に
桓

武
は
天
武
天
皇
の
否
定
に
成
功
し
た
の
で
あ

る
。
桓
武
天
皇
は
延
暦

十
二
年
、
山
陵
に
平
安
京
遷
都
の
報
告
を
行

っ
て
い
る
が
、

⑲
日
本
後
紀
逸
文

延
暦
十
二
年
三
月
二
十
五
日
癸
卯
条
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告

遷

都
由
於
山
陵

一、
山
階
●後
田
原
・先
田
原

こ
の
中
に
は
、
天
智
i
施
基
-
光
仁
の
山
陵
が
見
え
、
天
武
系
天

皇
の
山
陵
は
、
国
忌
と
同
様
に
排
除
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ

の
三
人
の
い
ず
れ
も
延
暦
の
国
忌
省
除
に
は
か
か

っ
て
い
な
い
。
延

暦
十
年

で

『続
日
本
紀
』
が
終
る
こ
と
も
考
慮
す
る
と
、
延
暦
十
年

は
ま
さ
に
、
皇
統
が
天
武
系
か
ら
天
智
系

へ
と
移

っ
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
年
で
あ
る
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

堀
氏
は
、
天
武
系
で
あ
る
高
野
天
皇
が
延
暦
十
年
の
省
除
後
も
国

　
れ
　

忌
と
し
て
残

っ
て
い
た
と
し
た
が
、
光
仁
天
皇
の
即
位
は
高
野
天
皇

の
遺
詔
に
よ

っ
て
実
現
し
た
点
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
省
除
の
対
象

に
な
ら
な
か

っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
高
野
天
皇
を
否
定

す
る
こ
と
は
光
仁
即
位
の
否
定
、
ひ
い
て
は
桓
武
自
ら
の
即
位
の
否

定
に
も
繋
が
り
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。

桓
武
が
積
極
的
に
否
定
し
た
か

っ
た
の
は
、
史
料
⑳

・
⑳

・
⑯

・

⑰
に
見
え

る
通
り
、
天
武
天
皇
国
忌
日
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
た
と

え
延
暦
十
年
三
月
以
後
も
高
野
天
皇
国
忌
日
が
残

っ
て
い
た
と
し
て

も
、
そ
れ
は

「天
武
系
」
か
ら

「天
智
系
」

へ
の
皇
統
の
交
替
を
覆

す
事
実
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
高
野
天
皇
国
忌
日
に
は
、

宝
亀
八
年

・
延
暦
十

一
年

・
大
同
元
年

・
弘
仁
五
年

・
弘
仁
十

一
年

に
そ
れ
ぞ
れ
記
事
が
見
え
、
必
ず
し
も
遵
守
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え

な

い

の

で
あ

る

。

お
わ
り
に

大
宝
二
年
に
天
智
と
天
武
忌
日
が
国
忌
廃
務
と
さ
れ
、
以
後
、
国

忌
廃
務
は
慣
例
と
な
る
。
廃
務
は

「特
定
の
先
帝
意
識
を
全
官
人
に

　　
　

植
え
つ
け
る
と
い
う
役
割
を
果
た
す
も
の
」

で
あ
り
、
そ
の
各
天
皇

の
廃
務
の
遵
守
状
況
か
ら
、
奈
良
時
代
は
天
智

・
天
武
の
二
帝
が
先

帝
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
崩
年
の
翌
年
に
は
国
忌
が

設
置
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
し
て
、
奈
良
時
代
は
お
お
む
ね

国
忌
廃
務
が
遵
守
さ
れ
て
お
り
、
藤
原
不
比
等
忌
日
も
そ
の
墓
が
山

陵
と
並
べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
同
様
、
国
忌
に
近
い
扱

い
を
受
け
て

い
た
こ
と
が
忌
日
記
事
か
ら
確
認
す
る
事
が

で
き
た
。

そ
し
て
桓
武
朝
に
な
る
と
、
国
忌
廃
務
は
次
第
に
お
ろ
そ
か
に
な

り
、
桓
武
天
皇
自
身
の
国
忌
に
対
す
る
姿
勢
が
忌
日
記
事
か
ら
垣
間

見
え
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
姿
勢
か
ら
は
、
天
武
天
皇
に
対
す
る
強

い
意
識
が
感
じ
ら
れ
る
。
延
暦
元
年
は
、
桓
武
天
皇
が
天
武
系
皇
統

を
否
定
し
、
自
ら
の
所
信
表
明
を
し
た
重
要
な
年
で
あ
り
、
そ
の
意

識
が
延
暦
十
年
の
国
忌
省
除

・
官
人
の
意
識
変
革
に
繋
が

っ
て
い
る

こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
延
暦
十
年

の
省
除
に
よ
っ
て
、
桓
武
朝
に
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お
け
る
先
帝
は
天
智
・光
仁

へ
と
替
わ
っ
て
ゆ
く
に
至
る
の
で
あ
る
。

　
ふ
　

各
天
皇

の
個
性
を
見
る
た
め
に
国
忌
日
の
記
事
を
追

っ
て
い
く
こ

　　
　

と
、
あ

る
い
は
重
用
さ
れ
た
官
人
の
忌
日
、
事
件
で
亡
く
な

っ
た
人

　れ
　

物
の
忌

日
を
た
ど
る
こ
と
は
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
は
藤
原
不
比
等

・
桓
武
天
皇
に
焦
点
を
あ
て
た
が
、
そ
の
他
の

人
物
に

つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
て
筆
を
お
く
こ
と
に
す
る
。

(一

1註
uu

 

(
2

)

(
3
)

(
4
)

(
5
)

天
武

・
天
智

か
ら
順
番

に

『
続
日
本
紀
』

(
以
後
続
紀

と
記
す
)
大

宝

二
年
十

二
月
二
日
条
、
『
続
紀
』
慶
雲

四
年

四
月
十

三
日
条

(草
壁
)
、

『続
紀
』
天
平
宝
字

四
年
十

二
月
十

二
日
条

(宮
子

・光
明

子
)
、
『続

紀
』

宝
亀

二
年

五
月
二
十
九
日
条

(志
貴
)
、

『続
紀
』
宝
亀

二
年
十

二
月

十

五
日
条

(
紀
氏
)

中

村

一
郎

[
国
忌

の
配
置

に

つ
い
て
」

(
『
書
陵

部
紀

要
』

二
号
、

一
九

五
二
年

)
三
頁
。

滝

川
政
次

郎

「
奈
良
時
代

の
政
治
と
皇
位
継

承
」

(
『京
制
並

に
都

城

制

の
研
究

』
角
川
書
店
、

一
九
六
七
年
)

四
九
九
頁
。

藤
堂

か
ほ
る

「
律
令
国
家

の
国
忌
と
廃
務

-
八
世
紀

の
先
帝

意
識
と

天
智

の
位

置
づ
け
ー
」

(『
日
本
史
研
究
』

四
三
〇
)
。

古

瀬
奈
津

子

「
『
国
忌
』

の
行
事

に

つ
い
て
」

(
『古

代
文
化
』

四
三

-
五
、
一
九
九

一
年
)

二
頁
。

(
6

)

(
7

)

(
8
)

(
9
)

(
10
)

(
H
)

(
12
)

(
13
)

(
14
)

藤
堂
か
ほ
る
前
掲
論
文

(註

4
)

一
三
頁
。
以
後
、
註
が
な

い
場
合
、

藤
堂
氏

の
論
文
は
す

べ
て

(註

4
)

で
あ
る
。

記
事

の
出
現
率
が
廃
朝

・
廃
務

の
傾
向
を
表
し

て
い
る

こ
と
は
国
忌

が
置
か
れ
た
天
皇
と
置

か
れ
な
か

っ
た
天
皇

の
忌
日
記
事
を
比
較
し

た
場
合
に
も
明
ら
か

で
あ

る
。
例
と
し

て
宝
亀
元
年
～
延
暦
十
年
ま

で
の
称
徳
天
皇
国
忌

日
記
事

(八
月

四
日
)
と
廃
帝
淳
仁
天
皇

の
忌

日

(十
月

二
十

三
日
)
を
比
較
す

る
と
、
淳
仁
忌
日
記
事
は
宝
亀
元

年

の
任
官
記
事
を
筆
頭

に
六
例
。
そ
れ

に
対
し
称
徳
忌
日
記
事
は
宝

亀
八
年

の

一
例

の
み
で
あ
る
。

『続
紀

』
に
、
光
仁

天
皇
崩
御

の
翌
年
、

延
暦
元
年
十

二
月
二
十

三

日
に
は

哨辛
未
、
是

日
太
上

天
皇
周
忌
也
、
於

大
安
寺

設

レ
斎
焉
」

と
あ

る
。

国
忌
廃
務

は

こ
の
翌
年

か
ら
に
な
る
か
も

し
れ
な

い
が
、

詳
し
く
は
古
瀬
奈
津

子
氏
の

『
国
忌

の
行
事

に
つ
い
て
』
を
参
照
さ

れ
た

い
。

『続

紀
』
文
武

二
年

六
月

二
十
九

日
条

・
大
宝

三
年
七

月
二
十

三
日

条

(七
月

二
十

三
日
は
大
友
皇

子
の
忌

日
で
あ

る
)
他
。

瀧
浪
貞

子

「孝
謙
女
帝

の
皇
統
意
識
」

(
『
日
本
古
代
宮
廷
社
会

の
研

究
』
思
文
閤
出
版

、

一
九
九

一
年
)
七

八
頁
。

服
藤
早
苗

「山
陵
祭

祀
よ
り
見
た
家

の
成
立
過
程
」

(
『家
成
立
史

の

研
究
』
校
倉
書

房
、

一
九
九

一
年

)
五
〇
頁
。

服
藤
早
苗
前
掲
論
文

(註

11
)
五
〇
頁
。

『続
紀
』
宝
亀

二
年

八
月
丙
辰
条

、
延
暦
十
年

八
月
辛
卯
条
他

令

の
規
定

で
は
原
則
と
し
て
国
忌
は
天
皇
の
忌
日
で
あ
る
。

そ
の
た

め
不
比
等

の
忌
日
が
国
忌
と
さ
れ
た
と
は
言
え
な

い
。

し
か
し
、
記
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事

の
少
な

さ
は
不
比
等
に
対
す
る
天
皇
た
ち

の
態
度
を
確

か
め
る

一

つ
の
手
が

か
り
に
は
な
る

の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

(
15
)
中
村

一
郎
前
掲

論
文

(註
2
)

(
16
)
林

陸
朗

「桓
武

天
皇

の
政

治
思
想
」

(
『
平
安

時
代

の
歴
史
と
文
学
』

歴
史
編
、
吉

川
弘
文

館
、

一
九
八

一
年
)
。

(
17
)
服
藤
早
苗
前
掲
論
文

(
註

11
)

(
18
)
中

西
康
裕

[古

代

の
皇
位
継

承
」

(
『続

日
本

紀
と
奈
良
朝

の
政
変
」

吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
二
年

)
。

(
19
)
堀

裕

「平
安
初
期

の
天
皇
権
威
と
国
忌
」
(『
史
林
』
八
七
巻
六

号
、

二
〇
〇

四
年
)
。

(
20
)
吉
川
真
司

[後
佐
保
山

陵
」

(『
続
日
本
紀
研
究
』

三
三

一
、
続

日
本

紀
研
究
会
、

二
〇
〇

一
年

)
。

(
21
)
『
続
紀

』
延
暦

四
年
十

月
八

日

「
庚
午
、
遣

中
納

言
正

三
位
藤

原

朝
臣
小
黒
麻

呂
、
大
膳
大
夫

従
五
位
上
笠
王
於
山
科
山
陵
、
治
部
卿

従

四
位

上
壼
志
濃

王
、
散
位
従

五
位
下
紀
朝

臣
馬
守
於

田
原
山
陵
、

中
務
大
輔
正

五
位
上
當
麻

王
、
中
衛
中
将
従
四
位
下
紀
古
佐
美
於
後

佐
保
山
陵

・以
告
卜
廃

皇
太

子

之
状
ー
。

(
22
)
村
尾
次
郎

『人
物
叢
書

桓
武
天
皇
』
(吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
)
。

(
23
)
国
忌

の
始
ま
り

は
他

で
も
な

い
天
武
天
皇
か
ら

で
あ
る
。
ま
た
、
廃

務

の
始
ま
り
も

天
武

・
天
智

の
二
帝

か
ら
で
あ
る
。
よ

っ
て
、
初
代

皇
帝
に
位
置
づ
け

ら
れ
た
天
武

を
は
ず

す

こ
と

の
意
味
を
考
え
た
と

き
に
浮
か
ん

で
く

る
の
は
天
武
系

の
否
定

で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

(
24
)
瀧
浪
貞
子

「桓
武

天
皇

の
皇
統
意
識

」
(
『
日
本
古
代
宮
廷
社
会

の
研

究
』
思
文
閤
出
版
、

一
九
九

一
年

)

一
四
四
頁
。

(
25
)
清
水

み
き

[桓
武
朝

に
お
け

る
遷
都

の
論
理
」

(
『日
本
古
代
国
家

の

展
開
』
上
巻
、
思
文
閤
出
版
、

一
九
九
五
年
)

四
〇

二
頁
参
考
。

(
26
)
吉
川
真
司
前
掲
論
文

(註

20
)

二
六
頁
。

(27
)
中
西
氏

(前
掲
註

18
)
は
、
延
暦
十
年
国
忌
省
除

で
聖
武
天
皇
が
残

さ
れ
た

こ
と

に
言
及
し
た
際

「
桓
武
は
光
仁
を
始
祖
と
す
る
新
王
朝

の
意
識
を
強
烈

に
打
ち
出
し
た
が
、
新
王
朝

の
正
当
性
は
称
徳
の
遺

詔
、
さ
ら

に
は
桓
武
自
身
が
酒
人
と
婚
姻
し

て
聖
武
と
連
結
す
る

こ

と
で
保
証
さ
れ
た
」
と
述
べ

て
い
る
。

(
28
)
藤
堂
か

ほ
る
前
掲
論
文

(註
4
)

(
29
)
例

え
ば

七
月

二
十

三
日
は
大
友
皇
子

の
忌
日

で
あ

る
が
、

『
日
本
後

紀
』
延
暦
十
九
年
七
月

二
十
三
日

「
己
未
、
詔
日
、
朕
有

所
思
、
宜

故
皇
太

子
早
良
親
王
、
追
称
崇

道
天
皇
、
故
廃
皇

后
井
上
内
親

王
、

追
復
称
皇
后
、
其
墓
並
称
山
陵
、
令
従
五
位
上
守
近
衛
小
将
兼
春
宮

亮
丹
波
守
大
伴
宿
禰
是
成
、
率
陰

陽
師
衆

僧
、
鎮
謝
在
淡
路

国
崇
道

天
皇
山
陵
」
と
あ
り
、
桓
武
天
皇

は
早
良

親
王
に
崇

道
天
皇

を
追
称

し
、
井
上
内
親
王
に
は
皇
后
の
称
を
も
ど
し
墓

を
山
陵

と
し
た
。

(
な

ぜ

こ
こ
に
他
戸
親
王

の
こ
と
が
で
て

い
な
い
の
か
は
不
明
で
あ

る
。
)

桓

武
は
大
友
皇
子
に
早
良
親
王
の
姿

を
み
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

(
30
)
藤

原
種
継

の
忌
日

(
九
月
二
十

三
日
)
を
追

っ
て
い
く
と
、
延
暦

五

年

～
延
暦
十
六
年
ま
で
記
事

は
残

っ
て
い
な

い
。
藤

原
百
川
の
忌

日

(七

月
九
日
)
を
追

っ
て

い
く
と
、
宝
亀
十

一
年

～
延
暦
十

二
年
ま

で
、

廃
務

に
抵
触
す
る
記
事

は
存
在

し
な
い
。

(
31
)
長
屋

王

の
忌
日

で
あ

る
二
月
十

二
日
は
、
残

っ
て

い
な

い
。
但

し
、

文
武

元
年

～
神
亀
五
年

の
間
も

一
例
も
記
事
が
な

い
。
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【引

用
文

献
】
六

国
史

に

つ
い
て
は
、

『新
訂

増
補
国
史
大
系
』

(
吉
川
弘
文

館
)

に
よ

る

こ
と

を
基
本

と
し
た
が
、
続

日
本

紀
に

つ
い
て
は
、
『
新

日
本

古
典
文
学
大
系

』
(岩
波
書
店
)
、
日
本
後
紀

に

つ
い
て
は

『
増
補
⊥ハ
国
史
』
(佐

伯
有
義
、
朝

日
新
聞
社
)
に
よ

っ
た
。

[付
記
]

末
筆
な
が

ら
、
卒

業
後
も
変
わ

ら
ず

貴
重
な
御
指
導

と
御
教
示
を

頂

い
た
寺

崎
保
広
先
生

、
在
学
中

に
、
論
文
が

完
成
す

る
こ
と
を

信
じ
、
執

筆
中

に
多

方
面

で
支

え
て
く
だ
さ

っ
た
先
生
方

に
は
、
記

し
て
厚

く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す

。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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(表1)国 忌指定年

天 皇 国忌指定(年) 没年月日 国忌指定～忌日記事所見年数

天 武 手寺糸充2(688)2.16 朱鳥 元(686)9.9 80年(702-782)

天 智 大宝2(702)12.2 天智10(671)12.3 72年(702-774)

持 統 大宝3(703) 大宝2(702)12.22 14年(703-717)

草 壁 慶雲4(707)4.13 手寺/1`ll.3(689)4.13 37年(707-744)

文 武 和銅 元(708) 慶雲4(707)6.15 18年(708-726)

元 明 養老6(722) 養老5(721)12.7 18年(722-740)

元 正 勝宝 元(749) 天平20(748)4.21 12年(749-761)

聖 武 宝字 元(757) 勝宝8(756)5.2 16年(757-773)

宮 子 宝字4(760)12.12 勝宝6(754)7.19 7年(760-767)

光明子 宝字4(760)12.12 宝字4(760)6.7 9年(760-769)

称 徳 宝亀 元(770) 神護 景雲(769)8.4 7年(770-777)

士 』巨
/V、 貝 宝亀2(772)5.29 霊亀2(716)8.9 桓武朝も記事なし

紀 氏 宝亀3(773)9.13 和銅2(709)9.14 7年(773-779)

光 仁 延暦 元(782) 天応 元(781)12.23 3年(782-785)

新 笠 延暦9(790) 延暦8(789)12.28 9年(790-799)

乙牟漏 延暦10(791) 延暦9(790)閏3.10 2年(791-793)

*表1・II・ 皿 ・V・VIは 藤 堂氏 が作 成 した もの を元 に し、 私 が手 を加 え たもの で ある。

(表II)光 仁朝における国忌日の政務 ・儀式記事数

天皇 天武 天智 持統 草壁 文武 元明 元正

記事数 0 1 4 1 0 2 1

天皇 聖武 宮子 光明 称徳 志貴 紀氏 記事総数

記事数 4 0 0 1 0 1 15

(表m)大 宝2年 ～称徳末年までの続口本紀国忌口における政務 ・儀式記事数

天皇 天武 天智 持統 草壁 文武 元明 元正

記事数 0 0 4 1 2 0 2

天皇 聖武 宮子 光明 記事総数
記事数 0 1 1 11
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(表IV)国 忌 ・災変略年表

年 月 日

宝 亀 元(770)

2(771)

3(772)

//

4(773)

6(775)

天 応 元(781)

延暦

2(783)

延暦4(785)

11.

1

3

5

1

4.

6.

6.

7

12.

12.

元(782)閏1.

3.

4

4

8.

8.

9.

7

5.

延暦5(786)

6(787)

7(788)

延暦8(789)

90790)

10(791)

延 暦11(792)

12(793)

13(794)

ρO

∩」2

7

7

5

9

7

2

4

6

1

3

1

9

9

9

3

2

1

1

1

2

1

1

1

3

8

0

3

1

9

8

5

2

7

7

3

5

7

1

3

1

4

9

0

5

9

7

6

2

8

2

1

2

2

1

2

2

1

2

2

2

1

2

1

1

2

9

α

L

Z

L

τ

α

L

5

a

2
。
2

L

2

2
。
3

4
。
&

9
。
3

3

7

2

L

O

1

1

1
■

-
⊥

-
■
1

1

1

1

1
■

1

1

事 項
・井上内親王、皇后にな る ・施基皇子 に天皇号追称

・井上内親王の子、他戸親王を皇太子 とす ることが公 に

・井上内親王の巫盤事件

・他戸親王廃太子(全 て井上の責任か?)

・山部親王(桓 武)立 太子

・井上内親王 ・他戸親王卒(暗 殺か)

・光明子国忌 日 任官

・文武国忌 日叙位

・宮子国忌 日、河内国の池水、血色に変 じ悪臭を発す
・元明天皇国忌 日、叙位
・光仁太上天皇死去73歳

・氷上川 継事件

・三方王厭魅 事件

・造宮 省の廃 止(長 岡遷都の方針が打ち出 され る)

・草壁 国忌 日、叙位、重閣門白狐見。

・光仁 太上天皇の喪明け

・施基 国忌 日、光仁天皇の改葬地を相せ しむ
・天武 天皇国忌 日、任官
・宮子 国忌 日、任官、叙位
・光仁 、桓武の謹を避けさせる
・桓武 の父方曾祖父 ・紀諸人に正一位、太政大臣追贈

・曾祖母道 公氏を太皇大夫人、朝臣姓 とする

・藤原種継 暗殺 、早良皇太子を廃す

・早 良廃 太子 の事を天智 ・光仁(施 基)・ 聖武(光 仁)陵 に奉 告

・天神 を交野 に祀る

・光仁 国忌 日、亡父の侍読の功によ り子に衣料を給す

・天智 天皇追 慕のため近江国滋賀郡に梵釈寺造営

・宮子 国忌 日、太政官院落成、百官初めて朝座に就 く
・光仁 天皇を田原へ改葬

・天神 を交野 に祀る

・聖武 天皇国忌 日、詔 して諸社に祈雨せ しめ、大雨降 る

・光明子 国忌 日、備前国の郡境 ・駅家の位置変更を許す

・元明天皇国忌 日、征東大将軍紀古佐美に節刀を賜 う

・中宮不 予のために諸寺に読経を命ず

・高野 新笠を皇太后 と称す

・百済 王氏を 「朕之外戚」 として代表者に授位

・桓武 の母 方祖父 ・高野乙継、祖母±師真妹に正一位を追贈

・国忌 から、親等の離れた祖先の命 日を除 く

・元正天皇国忌 日、任官

・称徳 天皇国忌 日、山城国紀伊郡深草山西面を埋め る事を禁ず

・天武天皇忌 日、桓武大原野にて遊猟(遷 都選地のためか)
・乙牟漏国忌 日、参議壼志濃王等に伊勢神宮奉幣遷都の由伝 える
・遷 都の由を天智 ・施基 ・光仁陵に告げ る

・宮子 忌 日、桓武、大原野にて遊猟

・元明忌 日、太政官、曹に入 り水鳥を獲 る

・征夷事を天智 ・光仁山陵に告げ る

・平安遷都

・都を平安京 と称す

*こ の表は、清水みき 「桓武朝における遷都の論理」の表をもとに作成したものである。
-141一



(表V)日 本後紀 ・日本後紀逸文の国忌 日記事(792～807年)

年 月 日 対 象 分類 内 容

延 暦11(792)4.21 元正 A 任官

8.4 称徳 B 山城国紀伊郡深草山西面を埋めることを禁ず

8.9 志貴 C 大 雨 ・洪水

9.9 天武 A 桓武、大原野にて遊猟

12(793)3.10 乙牟漏 A 参議萱志濃王等に伊勢神宮奉幣、 遷都由伝える

7.19 宮子 A 桓武、大原野にて遊猟

12.7 元明 B 太政官、曹に入り水鳥を獲る

14(795)6.15 文武 A 桓武、近東院 に幸

12.22 持統 B 淡路へ配した不破内親王を和泉国へ移す

15(796)6.7 元明 A 叙位

7.19 宮子 B 尾張国賑給、大和河内国人に右京を貫府す

16(797)4.21 元正 C 僧正善珠卒

6.7 光明 A 叙位、朝原内親王が白雀を献ず

17(798)4.13 草壁 A 大蔵省蔵部数40と 定め20人 に夏冬衣服給

6.7 光明 A 勅

8.9 志貴 C 大風、京中百姓盧舎壊れる

9.9 天武 A 桓武、北野にて遊猟

12.7 元明 B 畿内官稲を出し、百姓を羅興す

18(799)3.10 乙牟漏 A 任官 賜姓 伯善、阿波、讃岐等賑給

5.2 聖武 B 淡路国賑給

6.15 文武 A 勅

12.22 持統 A 任官

12.28 新笠 A 和気朝臣広世、言

19(800)7.19 宮子 A 桓武、神泉苑へ幸

12.7 元明 B 大隅、薩摩両国百姓墾田を収す 口分田を授く

12.22 持統 A 制

22(803)9.9 天武 A 桓武、西八条院に幸

24(805)3.10 乙牟漏 B 伝燈大師勤操度 二人、修行満位僧全一人、賜

8.9 志貴 B 地震 最澄殿上を請い悔過読経、 仏像を献ず

12.7 元明 A 公卿奏議

12.22 持統 A 勅

12.23 光仁 A 賜田

大 同 元(806)4.13 草壁 A 右大臣神王等上啓 桓武山陵監護

6.7 光明 A 公卿奏言

7.19 宮子 A 制

8.4 称徳 B 畿内水害、百姓調径を免ず

大 同2(807)*5.13 聖武皇帝国忌を廃す

6.15 文武 C 雷が降る

9.9 天武 A 平城 、神泉苑に幸
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(表VD続 日本紀における国忌日記事(702～791年)

年 月 日 対 象 分 類 内 容

慶雲2(705)9.9 天武 B 大倭国宇太郡に八腿烏社を置いて祭る

霊 亀2(716)4.13 草壁 C 霰が降る

養 老 元(717)12.22 持統 A 美濃国の醗泉を京に貢せしむ

7(723)9.9 天武 C 火星の位置の異変

ネ申亀3(726)6.15 文武 C 太上天皇不予、天下諸国に放生す

天 平4(732)12.22 持統 C 地震

12(740)6.15 文武 A 天下大赦 ・流人送還の勅

12.7 元明 B 行幸途上の移動

13(741)9.9 天武 B 造営のため畿内四国の役夫を差発

16(744)4.13 草壁 A 紫香楽宮の山火事を消した男女に賜物

17(745)4.13 草壁 C 雨で山火事が消える

19(747)6.15 文武 B 羅城門で雨乞い

天平勝宝7(755)6.15 文武 A 安芸国、白鳥を献ず

天平宝字3(759)12.7 元明 C 大伴宿禰麻呂卒す

4(760)12.22 持統 A 殺人僧を還俗、陸奥国の柵戸に配す

5(761)4.21 元正 A 賜姓

7.19 宮子 B 遠江国の川の堤が決壊、修築

7(763)4.13 草壁 B 陸奥国飢餓のため賑給

6.7 光明 B 尾張国飢餓のため賑給

6.15 文武 B 越前国飢餓のため賑給

8(764)7.19 宮子 B 新羅使博多着、来朝の目的を問わしむ

天平神護元(765)4.13 草壁 B 常陸 ・武蔵国飢餓のため賑給

2(766)12.22 持統 A 賜姓

神護景雲元(767)4.21 元正 A 放賎従良

7.19 宮子 A 任官 ・賜姓

2(768)7.19 宮子 C 肥後国八代郡正倉に蝦 大発生

12.22 持統 A 献物叙位

3(769)6.7 光明 A 賜姓

宝亀 元(770)12.7 元明 A 左大臣藤原永手に山背国の山を賜う

12.22 持統 A 贈太政大臣功封を元通り賜与

2(771)5.2 聖武 A 賜姓

12.7 元明 A 筑前国の官員を廃止

12.22 持統 A 大宰府管内の博±等に任期制導入

3(772)6.15 文武 C 仁王会を宮中、諸寺設く

4(773)5.2 聖武 A 丹生川上神に戸四燗を充つ

5(774)4.21 元正 B 美濃国飢餓のため賑給

5.2 聖武 A 当麻真人高庭を本位に復す

12.3 天智 A 山辺真人笠の属籍を復す

12.22 持統 C 円方王莞

6(775)4.13 草壁 A 近江国白亀を献ず

7.19 宮子 C 雷が降る

7(776)5.2 聖武 A 出羽の賊討伐のため東国の騎兵を発す

6.7 光明 B 播磨国の戸五十燗を唐招提寺に捨す

7.19 宮子 C 西大寺東塔に落雷

12.22 持統 B 渤海国使漂着、越前国に安置供給す

宝 亀8(777)4.13 草壁 C 氷が降る 太政官内裏の庁に落雷

8.4 称徳 A 叙位

10(779)4.21 元正 A 唐使入京時の儀礼を定める・叙位
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9.14 紀氏 A 渤海・鐵利の使者放還の勅

12.22 持統 A 渤海使の請いによ り、 帰路の船を賜 う

11(780)12.22 持統 A 常陸国の神賎の神戸への編入許可

天応 元(781)6.7 光明 A 任官

6.15 文武 A 叙位

7.19 宮子 C 河内国の池水、血色に変じ悪臭を放つ

12.7 元明 A 叙位

延暦 元(782)4.13 草壁 A 叙位

8.9 志貴 B 大和国に遣使し山陵の地を相せしむ

9.9 天武 A 任官

2(783)7.19 宮子 A 任官 ・叙位

4(784)12.23 光仁 A 亡父の侍読の功により子に衣料を給す

5(785)7.19 宮子 A 太政官院落成、百官始めて朝座に就く

7(787)5.2 聖武 B 詔して諸社に祈雨せしめ、大雨降る

6.7 光明 A 備前国の郡境・駅馬の位置変更を許す

12.7 元明 A 征東大将軍紀古佐美に節刀を賜う

8(788)4.13 草壁 A 関司が飛駅の函を開くことを禁ず

12.22 持統 C 多治比真人長野莞

12.23 光仁 B 中宮不予のため諸寺に読経を命ず

(表V旺)延 暦10年3月 ～延暦25年 までの儀式 ・政務国忌 日記事総数

天智 天武* 持統* 草壁* 文武* 元明* 元正* 聖武 宮子* 光明*

A

B

C

0

0

0

3

0

0

3

1

0

1

0

0

2

0

0

1

3

0

1

0

1

0

1

0

3

0

0

3

0

0

計 0 3 4 1 2 4 2 1 3 3

称徳 志貴 紀氏 光仁 新笠 乙牟漏

*:廃 国忌

総計

A

B

C

0

1

0

0

1

2

0

0

0

1

0

0

1

0

0

2

1

0

21

8

3

計 1 3 0 1 1 3 32
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